
あなたは見落として
　　　いませんか?

～子 ども達の声なき叫びを聞き逃 さないために～

子 どもが生 まれ た らきっと暴 力 はな くなる

まさか子 ども に まで は暴 力 はふ るわ ないだろ う

子 はかすがい とい うか ら…

　たとえば妊娠中にパートナーからの暴力がはじまっても、

愛する男性の子どもをみもこった女性の多くは、パートナー

の変化を信 じ、妊娠を継続し出産に至ることは少なくありま

せん。

　妊娠中の同意のない無理やりのセックスは、たとえ夫婦で

あってもレイプ同様、女性の心身に大きなダメージを与えます。

その 結 果、 妊 娠中 の 異常 を生 じ、

胎 児へ の 暴 力 は免 れ な い こ とに な り ます 。

パ ー トナーに暴 力をふ る うDV加 害者か ら、

子どもに も暴力が及ぶ 事が あ ります。

　親が必死にDVを 隠そうとしても家の中の重苦しい空気は

消えず、DVの ある家庭 で育つこと自体が児童虐待であると、

法律にも明記されています。加害者の9割 は男性であると言

われていますが、DV被 害者の母親から子どもへの虐待もあり、

被害者でもあり加害者でもある母親に育てられる子どもは、

人間関係の形成や、信頼感の獲得という発達過程において様々

な困難にさらされるおそれがあります。

日本国内の看護職に関する調査より、看護職の3人 に1人

は、DV被 害者に出会った経験がありました(回 答者の年

齢40歳 ±1歳)。 さらに助産師さんは、性暴力、性感

染症の被害者の治療に立ち会う機会や、人工妊娠中絶

をぜざるをえなかった女性、妊娠中の暴力で

流早産になった妊婦さんと出会っていまし

た。保健師さんは乳幼児健診で重い育児

負担や家計の不安を訴える保護者の生活

背景にDVや 児童虐待の疑いを抱くクー

ヌに幾つか出会っていました。

(山田典子:平 成16～18年 度文部科学省

萌芽研究報告書、2007)

また、多くの看護師さんはDVや 虐待の被害者に出会った

　 とき、悩みながらもその時出来る最善のケアを提供さ

れていました。一方的な押し付けでは何も

解決しないため、医療者は患者さんを尊

　重すること、看護師は患者の代弁(権 利

　擁護)者 になること、病院スタッフ全員

がDVを 身近な問題としてとらえ、学習

していく必要があります。治療する場とし

　ての病院と、日常生活を送る地域社会が、

　 ともに被害児(者)と その周囲の人々

　 の立場に立って、支援の手を添えてい

　　く事が 「被 害 児 へ の ケ ア 」 なの

　 　で す。

青森県立保健 大学



被害に遭った子ども の状況

DV環 境下にいる子どもの影響

1.情 緒 ・行動 ・発達面に影響 し問題が発生しやすい

2.虐 待による影響

3.暴 力の世代間連鎖

抑うつ　　　

自傷行為

ある時(被 害後)か ら、一定の場所、あるいは特定の人に対する恐れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /
膣を見せびらかす、性行為感染症

性的な行動、誘惑的　　　　　　　　　　　　　　　　　　!

突然の行動の変化

性的虐待のサ イ ン

自分自身の変化に本人が戸惑い、表現する言葉を失っている事が多々あります。

問題行動の背景に潜む事柄を注意深くキャッチしましょう!!

被書にあった子どもの行 動 の変化

睡眠障害、眠りが浅い、寝つきが悪い、悪夢を見る、

加害者がいつも夜中に行為に及ぶ場合 「夜、寝てはいけない」と思う。

食欲の減退または過食、拒食など食行動の問題がおこる。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド

いままでなかった夜尿、おもらし(ト イしット ・トレ一ニング完 了後)を する。

排尿時に痛みや残尿感を訴え、 トイレ に行く回数が増える、 または痛みのために

トイレ に行きたがらない。

　 DVの あ る家 庭 で 育ち 、成 人 した子 どもの 証 言の 中 に は、
「殴 られ る母親 を助 け られ なか っ た 白分 の弱 さ も悔 しい けれ

ど、"あな たの ため に我慢 して きた"と い う、母親 に対 し、腹

立た しい 気持 ちが 消 えな い 。 父 親 か ら子 どもへ の 折 濫 も、

見 て 見ぬ ふ りを した母 親 も憎 い」 と 誘 うもの もあ り、子 ど

もにす れ ば 母親 も虐 待 者 だ っ たの で す。 この よ うな家庭 に

育つ 子 どもの 自尊感情 は低下 します 。

　 かつ て 、DVに よる子 ど もへの 問題 は ない と言 う人 もい

ま した。例 え ば、 妻 に暴 力 をふ る う父親 が 、子 どもに対 し

て は優 しい父 親 の場 合 、 殴 られ る母 親 に問題 が あ り、父 親

の暴力性 は"男 性 らしさ、社会 に必 要 な厳 しさ"と 捉 え られ 、

その影 響 は見 過 ご されて きま した。

　 DV環 境 で 育 っ た 予 ど もは、 非 対等 な人 間関 係 と、 自分

の要 求 を通 す た め に暴 力 を使 う こ とで 、1三っ取 り早 く相 手

を支 配 で き る こ とを学 習 します 。 両親 の 力の強 弱 を 見せ 付

け られ 、 女性 に 対す る嫌悪 感 を抱 い た り、 男性 不振 に陥 る

な ど、 人 に対 す る信 頼 感 を築 けな い恐 れ が あ り、特 に 男児

で 暴 力 的 な行動 を とる等 の影 簿 が高 くな る と指摘 され て い

ます。

　 1996年 、 全 米事 故調 査研 究 の デー タで は、300万 人の

児が 虐待 を受 け、 児 童保 護 サ ー ビ スに通 告 され て い ます。

この調 査 に よ る と、身 体 的虐 待 が23%、 性 的虐 待 が9%、

ネ グ レク ト60%、 感情 的 マ ル トリー トメン ト4%、 そ して

そ の他 のマ ル トリー トメン トが5%で した。

　 約1%の 児が 毎年 何 らか の性 的虐 待 を体験 して お り、18

歳 まで に 女児12～25%、 男児8～10%が 性 虐待 の被害 に

あ って い る と示 唆 して い ます。

　 カ リフ ォルニ ア州社 会サー ビス部門 か らの デー タに よる と、

計622,310の 報告 が全米 か らあ り、 その うち73,153人(12

%)が 性 的 に虐 待 され て い ま した。18歳 にな る まで に、 女

児の4人 に一 人、 男 児の6人 に一 人は性 的 虐 待 の被 害 にあ

って い ます。 加害 者の85%は 、子 どもの知 人 また は子 ども

が信 頼 してい る人(父 親、義理の 父親、擁 親、 里親)で した。

これ らの 背 景 に は、DVが 原 因 に よ る親 の離 婚 や家 族 の 離

散 が 数 多 くみ られ 、子 ども遠 は 暴 力や虐 待 の リス クに さ ら

され て い るとい って も過言 で は ないで しょ う。
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被害にあった子 どもへの介入

被害に気づいたら

見つけたら、どうすればいいの?

信頼 関係づくり
●ほとんどの場合、こどもは事実を隠したり、大人の

　顔色を見て、取り繕ったり …　　 、実はなかなか発

　見に至らないことが多いのです。

●また、被害にあった子ども(大 人も)は 、基本的に

　人が信 じられないし、「この人に話しても大丈夫」

　と確信できるまで、話しません。

●まず、子どもが安心して生活が送れるような環境の

　整備、安全感が持てるような配慮をしましょう。

詮索や追及は禁 物!
被害児の気持ち
●誰に対して、どのように相談したらいいかわからない。

●相談しても信じてもらえない、という怖れ。

●起こるはずがない、信じられない、現実の出来事で

　はない、と現実逃避をする。

●うそつき呼ばわりされるのではないか。

●自分が誰かに話すと、家族が危ない目にあう、また

　は家族が脅される、とおそれる。

●もう片方の親から愛されなくなるのではないか、と

　いう不安や孤独感を抱く。

●加害者を好き、もしくは愛していて、自分にも非が

　あるのではないかという自責の思いをもつ。

●何か 「悪いこと」が起こっていることに気がつかな

　い。加害行為の意味を知らない。

●トラブルになることを避けたい。

●被害が誰かに知れると、自分の行き場(住む ところ)

　がなくなり、衣食住に困る。

●学校に行きたい、友達と離れ離れになりたくない。

面接方法

　虐待をうけ過酷な状況を生き抜いている子が、信頼を寄せ相談 したいと口火を切った相手があなた(看 護職)

だった場合、または子ども自身は虐待被害の認識がなく、ケアや観察の場面で 「何かおかしい」 と、感 じた時

に、法看護学の知識に基づいて、次のような対応を して ください。

子どもの話を引き出すために
「何か子どもの様子がいつもと違 っておかしいな?」

とおもったら、
xそ んなの私の思い込みに違いない

　 (忙しくて、煩わしそうなことには関わる余裕がない)

○組織的方法で構報をひき出し、オーブンに、可能な

　限り誘導せず、出来事に関する子どもの説明にじっ

　 くり耳を傾ける

*組 織的万法とは、話の内容によっては秘密の保持に

　努めながらも、チームで関わることです。

正確な記憶を引き出すために
●子どもの認知的な自由な記憶をもとにする。

●アクセスすることが出来ない情報を得るため、再建

　記憶を利用する。

●子どもの記憶は何らかのきっかけでたぐり寄ぜるこ

　とができる。

●絵をかく、出来事の場面に戻る、光景を想像する、

　臭いをかぐこともきっかけになる。

●人の形の絵や人形などを用いて、無意識の記憶をた

　ぐり寄せる。

思い込みや誘導による作り話は

子どもの証言の正確 さと内容を増やすために9つ の プ

ロセスによって被暗示性を避けるように配慮する。

9つ のプロセスとは、

①研究によって支えられたモデルを選ぶ。

②面接領域での専門的な トレーニングを受ける。

　子どもの成長発達の基本的な概念、認知と言語、虐

　待と加害の力動、アナ トミカル ・ドールや絵 をかく

　こと等、面接を促進 させる知識を得る。 ピアレ ビュ

　ーや トレーニングを続け技術 を磨 く。

③インタビュー前に、インタビューの構造とガイドラ

　インを提示する。

④ インタビュアー自身が適応 できるよう、プロセスの

　チェックポイン トを示 し、確認する。

⑤子どもとラポール(信 頼関係)を 築く。

⑥親(保 護者)に 面接のプロセスを説明する。そして

　親(保 護者)か らの質問を受ける。子どもの権利(一

　度聴いたことでも分かるまで説明を求められる、面

　接は中断できる等)を 説明する。

⑦虐待に関する詳細を出来るだけ教えてもらうために、

　その時の状況(出来事)を呼び起こすようにお願いする。

⑧子どもに自由に語らせる。飽きたら遊ぶ。おやつも

　食べる。フレキシブルで適応的に対応し、事件に関

　する特定の質問につなげる。

⑨インタビュアー自身の一貫性と均一性を確保する。

　そのために、研修、事例検討、専門家からの助言等

　うけ、研鑛を積あ。
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面接場面の設定

①自己紹介

②面接プロセスの説明

　ビデオをとることなどを説明する

③全体的なルールの説明

④信頼関係の構築、子どもがリラックスできるよう配

　慮する

⑤児の発達スクリーニング

　認知面が年齢相応か、表現力の程度、

　概念の理解、遊びを通し微細機能 ・

　身体機能をみる

●誰による虐待の危険があるか

　(加害者の特定)。

●完全で正確な情報を得るた

　め子どもの意思で開始する

　(時間に余裕のない設定にして、

　子どもを急かしたりしない)。

●被害児から情報を引き出すため、

　虐待チームメンパーが議論を重ね、

　インタビューの数を決定する。

●さらなる被害の拡大を防ぐ事が最

　大の目的

●虐待の有無を見分けるアセスメント

　性的な虐待および、ネグレク ト、身体的虐待、心理的

　虐待、必要な医療が受けられているか、虫歯の治療を

　きちんとしているか、予防接種をきちんと受けている

　か等。

　 ・年齢、性別、身体的なニーズ

　 ・子どもの精神状態

　 ・人種や生育歴、地方による文化の差を考慮

●子どもの人権を守り、確保できる場所の選定、たとえ

　ば児童相談所、他には子どもに親しみやすい施設、ま

　たは安全で中立的な環境が確保されるところ。

●すべての電気をつけて明るくする。

●面接室の椅子をカメラ(2方 向からとる)に 最適な場

　　　　 所におく。

●ゆったりとしたソファ等も設置

虐待が起こった場所や疑われた

場所でのインタビューは避ける

●虐待チームメンバーは、司法

　 関係者 、児 童保護サ ー ビス

　　ワーカー、精神保健および

　　医療 専門家、検 察、被害者

　　ア ドボケイ ト等。

● アメ リカや カナ ダでは性暴

　 力被害者支援専門看護師(S

　ANE)を 養成 し、 専門的な

面接とケアの提供をし　ています。

●面接者は一人にしぼります(大 勢

　の大人に囲まれると、子どもには

　脅威になる可能性がある)。

●保育園児は30分 以内

●未就学児は30分 以内にとどめる

●学童でも50分 以内の面接に抑える

●性暴力被害の証拠採取のためには、72時 間(事 件か

　ら3日 間)以 内に行 う事が望ましいのですが、加害

　者が受診させない場合や、保護者が被害に気づかず

　放置された場合は、被害を認知した後、なるべく速

　やかに面接を設定します。

質問の しかた、切 り出 しかた

　親 たちは子 どもが分離 に耐 えられない場合 を除いて、

面接室 に入 るこ とは出来 ない ことにな って います。子

どもが スムーズに面接室 に一人で入れ るよ う導 きます。

　最初 は どん な乗 り物 に乗 って ここまで来 たか、通 っ

てい る幼稚 園等の 名前、 クラスの名前、今朝 ご飯 を食

べて きたか等、簡単 な質問か ら始 め ます。

　子 どもの身体症状、精神状態や安全 に配慮 しなが ら、

核 心 に迫 る質問項 目に関 して は、1ヶ 月前 ぐらい前 の

近 い出来事 か ら聞 くと良 いで しょう。

面接室内の設定

　面接室 には最低2方 向か ら撮れ るビデオ を設置 して

おきます。 いかに も 「ビデオ を とって います」 とい う

状況 ではな く、子 どものお もちゃや インテ リアにまぎ

れ て 自然 に見え るように、備 え付 けてお きます。

　面接室 の様 子を、他 の調査者 はワン ・ウェイ ・ミラ

ーの部屋 か ら観 察す るか、近 くの テレビで見て、子 ど

もの反応 で気 付いた こ とや、働 きか けを指示す る目的

のため、面接 者 に通信 の ための機材 を身 につ け させ 、

外 のスタ ッフとの通信 が出来 るよ うに します。途中で

虐待 チーム メンバー と話す ための休憩 を取 るこ ともあ

ります。
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記録の残し方

記録に関する注 意
●正確な記録を残すため、あらかじめ児童虐待チームで

　記録のフォーマットについて検討し、関係者がその内

　容を認知しておく。

●正確な記録をのこすため、非言語的なコミュニケーシ

　 ョンや表情も記録する。

●ビデオやテープは証拠として保管する。

●ボディマツプなども活用する。

記録のミ ス をなくすために
●記録工ラーの危険性

●子どもは何度も同じ事を聞かれると、自分が間違った

　ことをしたのではないかと思い、以前発言したことと

　違うことを話す特性があるため、覚えていないことや

　分からないことがあってもいい事、誰でも間違うこと

　があるから、繰り返し質問する、と説明しインタビュ

　アーが言うことで間違っている時は 「違う」といって

　欲しいと子どもに話す。

正 確 な記録を残すための工夫と技術

●質問に対し、子どもが答えることを躊躇したり、恥や

　恐怖を感じることを繰り返し聞かないよう配慮(注 意)

　する。

●子どもに自然に、正確に話してもらうために、解釈や

　判断をしたり自分の言葉に置き換えて言い返さない。

例 「ジジがお しりの シッポをみてって …　　 」

　 「おじいさんが下着 を下ろ したのね」

●子どものサイン、表情、態度、言語的特徴に注意を向

　ける

●性的虐待に特定された質問は、それまでの話の流れに

　沿って聴く。

●ハイ ・イイエで答えられる質問や、「彼の名前知ってる?

　あなたに何かいいった?そ のことについてもっと話し

　てくれる?」 というおしゃべりも子どもの記憶にヒン

　トやきっかけを与える。

●子どもに記憶や証言を引き出すための多様な質問をする。

●子どもの話す内容は様々な事が交じり合っているため、

　面接者は注意深く聴き、カテゴリー分けしたりつなぎ

　合わせたりしながら聞き取る

●年齢や発達によって、こどもは性行為の意味を知らな

　い事があるため、人体人形(ア ナトミカル ・ドール)

　を用いて、子どもの表現を助ける。

　　子ども 「パパは私の○× をさわったの」

　　面接者 「じゃあ、このお人形さんにパパがしたこと

　　　　　 と同じことをやってみてくれる?」
*幼 児では、言葉では表現できなくても、人形を使って

　示すことはできる事が多い。この人形には十分な服を

　着さぜ、肌の色も、白、ピンク、黄色、こげ茶、黒等、

　様々なものを準備する。子どもの表現がない場合、虐

　待はなかったと決め付けてはいけない。

*子 どもの話すこと、表現がその都度変わった場合

　　面接者 「お人形さんはどっちが好き?」 「じゃあ、

　　　　　 おじいちゃんはどっちのほうが好き?」 と

　　　　　 聴いて、加害者がした行為に予測をつける。

★また、子どもが人形に興味を示さなかった場合は、無

　理にやらぜようとせず、片付ける。

面接を終了する前の注意

　子 どもの話 す こ と、表 現 が その都度変 わ る場合 は、

面接 者から子 どもに 「お人形 さんはどっちが好 き?」 「じ

ゃあ、お じちゃんは どっちのほ うが好 き?」 と聴 いて、

加害 者が した行為 に予 測 をつ けます。

 Diagram A

ボディマップ　チェックリス ト

 Diagram B Diagram C

●子どもに起こった事柄を特定し結論を下しまし

　よう。

●子どもに、何か質問がないか必ず聴きましょう。

●子どもが来てくれたこと、面接者を助けてくれ

　たことに感謝しましょう、,

●面接者は守れない約束を子どもと交わさないこと。

 Diagram D Diagram E

Diagam F
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性犯罪に関する法律

性犯罪 の種類 ●強姦

●強制わいせつ

●準強姦

●準強制わいせつ

●上記の犯罪に伴う、それぞれの致死傷

●児童虐待の性虐待

●高齢者虐待の性虐待

● ドメヌティツク ・バイオしンスの性暴力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

、●カウンセラー(学 校、警察、産業、民間等)

●医師、性暴力被害者支援看護職

●性暴力被害者支援警察官

●被害者の権利擁護を行う人(後 見人等)

●検察官、調査官　

●犯罪研究の専門家

●シェルターの関係者

●福祉職(ケ ースワーカー、精神保健福祉士)

●教育者、保育者等　　　　　　

性暴力対 策 ・対 応 のためのチーム

韓国ワ ン ・ス トップサ ー ビ スの概要

機能
●相談受付

●カウンセリング

●医療(救 急、精神科、婦人科など〉

●看護ケアの提供　　　　　　　　　

●警察の捜査

活動状況

●救急病院内に設置。ここで、診察、相談カウンセ リ

　ング、司法手続がまとめて行える。

●相談内容

　 1.性 暴力、2.DV、3.セ クシャル・ハラスメント

●スタツフ

　カウンセラー、警察、コーディネータ、院内の専門職

　 性 犯罪 の種 類 に は、 強姦、 強 制 わいせ つ 、準 強姦 、 準強

制 わ いせ つ と、 これ らの犯 罪 に伴 う、 それ ぞれ の致死傷 が 、

刑法 上定 め られ て い ます。

　 上 記 の犯 罪で は、 加 害者 が見 知 らぬ他 人 や顔 見知 りの知

人 であ る場 合 が多 いの に対 し、 児童 虐待 の性虐 待 、高齢 者

虐待 の性虐待 、 ドメステ ィ ック ・バ イオ レンスの性暴 力 は、

親や 子 ども、 パー トナ ー、 親族 とい う、 身 内 の ものか らの

加 害 が大 部 分 を 占めて い ます。 そ れ ゆえ被 害者 はな お さ ら

助 けを求 めた り、支援 が得 られ に くく、被 害が長 期 に及 び、

身体 だ けで な く心 まで も蝕 まれ 、 回復 に は長 い長 い年 月 を

必要 とす る こ とに な ります。

　 性 犯罪 に関す る刑罰 には、刑法176条 強制 わ いせつ 、

刑法177条 強姦 、刑 法178条 準 強制 わいせ つ 及 び

準強 姦、 刑 法179条 　 未遂 罪 、刑 法181条 　強 制 わ い

せつ等 致死 傷が 定 め られ てい ます。長 い こ と日本で は、 「法

は家 庭 の中 に は い らず 」 とい うよ うに、家 庭 内の揉 め事 に

は関 知 せず に き ま した。 しか し、年 々増 え続 け る家 庭 内 の

暴 力や虐 待 に 対 し、法 の介 入 が必 要で あ る とい う社 会 的認

マ ニ ュ ア ル は 頭 の 中 に

　 マニ ュアル 自体 は、 作 った人 が一 番 良 く熟知 して い ます

が、 案 外 と出来 上 が った もの は、 どこか に しま い こまれ て

しま った り、 あれ も これ も と盛 り込 んだ 内容 で、肝 心 の 対

応 の要 点が 見つ け られ なか った り、現 場 で は使 われ て いな

識 が 形成 され 、 児 竜虐待 防 止法 、配 偶 者等 か らの暴 力の 防

止と支援 に関 す る法(DV防止 法)、 高齢 者虐 待 防止 法 な ど

が制 定 され ま した。

　 こ こで サー ビス の推 進 と向上 に関 す る先進 的 な取 り組 み

例 を紹 介 します 。韓 国 水原 市の 亜州 大学 病 院 外傷 予防セ ン

タ ー の 中 に、 福 祉 ・法律 ・カ ウ ンセ リ ング そ して 医療 を、

一括 して提 供で きる場 を作 りま した。 被害者 はこ こに来れば、

一度 に治療 も、証拠採 取 も、 裁判の 手続 きも、警察 の捜 査 も、

も、 カ ウ ンセ リン グ も、福 祉 サー ビス も受 け られ ます。

　 先 に紹 介 した カ リフ ォル ニ ア州 で は、 相 談機 関 や相 談 シ

ス テ ムが 確 立 さ れ てい るた め、DVや レイ プ被 害 の訴 えが

ア ジア 諸国 よ りも多 く寄 せ られ て い ます。 韓 国で は 、 この

よ うな素晴 ら しい シ ステ ムが で き、 少 しず つ で すが相 談 に

訪 れ る人 が出 て きま した。 日本 の あ る県で は、相 談窓口 の

相談 ス タ ッフ を削減 した ら、 相 談件 数が減 りま した。 虐 待

や暴 力 の よ うな根 深 い問題 で は、相 談 を受 け る場 や その 相

談 を きちん と聴 いて くれ る人 も少 な いのが 大 きな課題 で す。

い現 実が あ ります。 本 書の 要点 を ま とめた上 記部 分 を頭 の

中 に しま って おい て、必 要な とき に引 き出 して ご利 用 くだ

さい。
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資 料

性暴力被害者の健康状態チェックリス ト

1.ど んなきっかけでも、そのことを思い出すと、そのときの気持ちがぶり返 してくる

2.睡 眠の途中で、目が覚めてしまう。または寝つきが悪い

3.別 のことをしていても、そのことが頭から離れない

4.イ ライラ して、怒 りっぽ くな って いる

5.考 えるつもりはないのに、そのことを考えてしまう

6.そ のことは実際に起きなかったとか、現実のことではなかったような気がする

7.そ のことを思い出させる物には近寄らない

8.そ のときの場面がいきなり頭に浮かんでくる

9． 神経が過敏 にな っていて、ち ょっと したことで ドキ ッとして しまう

10.そ のことは考えないよ うに して いる

11.そ のことについては、まだ色々な気持ちはあるが、それには触れないようにしている

12.そ のことについての感情は麻痺したようである

13.気 がつくとまるでその時に戻ってしまったかのように振舞ったり、感 じたりすることがある

14.そ のことについて感情が強くこみ上げてくることがある

15.そ のことを何とか忘れようとしている

16.物 事に集中できな い

17.そ のことを思い出すと、身体が反応 して汗ばんだり、息苦しくな ったり、むかむかしたり、

　　ドキ ドキすることがある

18.そ のことについての夢を見る

19.警 戒 して用心深くな っている気がする

20.そ の ことにつ いて は話 さな いように してい る

0;全 くな し　 1;少 し　 2;中 ぐらい　 3;か な り　 4;非 常に

　 *1点 以上の方 には、カウンセ リングを勧めま し ょう
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　青森県内の

子どもに関する

サービスの内容

1 地域県民局地域健康福祉部が行っている事業は次のとおりです。

保健所

相談

機 関

(1)心 身の発達に遅れがみられる子どもに関する相談 (2)思 春期相談 (3)エ イズ相談

名 称 住 所 電話番号 所管地 区

東 地 方 保 健 所　青森市造道3丁 目25-1 017-741-8116　 東 津 軽 郡

弘 前 保 健 所　弘前市大字吉野町4-5 0172-33-8521
弘前市、黒石市、平川 市、中津軽

郡、南津 軽郡、板柳町

八 戸 保 健 所　八戸市大字尻内町字鴨田7 0178-27-3336　 八戸市、三戸郡、おいらせ町

五 所 川 原 保 健 所　 五所川原市末広町14 0173-34-2108
五所川原市、つが る市、西津軽、

北津軽郡(板 柳町を除 く)

上 十 三 保 健 所　 十和田市西2番町10-15 0176-23-4261
十和 田市、三沢市、上北郡(お い

らせ町 を除く)

む　　つ　　保　　健　　所　　むつ市大湊新町11-6 0175-24-1231　 むつ 市 、下 北 郡

相 談 窓 口 青　森　市　保 健　所

(保健予防 課、生活衛生課)

青森市造道3丁 目25-1
017-765-5280

★
各
地
域
県
民
局
地
域
健
康
福
祉
部
保
健
総
室

　
(保
健
所
)
健
康
増
進
課

★
こ
ど
も
相
談
総
室

(児
童
相
談
所
)

★
青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

健康づくり推進課健康支援室

青森市佃二丁目19-13
017-743-6111

青森市

児童相談所

　 18歳 未満の児童に関するすべての相談に応じています。虐待の発見者は、福祉事務所、児童相談所ま

たは児童委員を介して市町村に通告しなければならないと法律で定められています。子どもへの虐待が疑
われるようなことを見聞きしたら、ぜひ連絡して下さい。

名 称 住 所 電話番号 所 管地区

中 央 児 童 相 談 所　青 森市石江字江渡5-1
017-781-9744

0120-71-6552
青森市、東津軽郡

弘 前 児 童 相 談 所　 弘前市西城北1丁 目3-7
0172-32-5458　 弘前 市、黒石 市、平川 市、中・南

0120-73-6552　 津軽郡 、板柳町

八 戸 児童 相 談 所　八戸市尻内町字鴨田7
0178-27-2271

0120-74-6552
八戸市 、三戸郡、おい らせ町

五所 川原 児童 相談 所 　五所川原市栄町10
0173-38-1555　 五所 川原市、つがる市、西 ・北 津

0120-75-6552　 軽郡(板 柳町 を除 く)

七 戸 児童 相 談 所　上北郡七戸町字蛇坂55-1
0176-60-8086　 十和田市、三沢 市、上北郡(お い

0120-78-6552　 らせ町を除 く)

★
市
町
村
の
児
童
福
祉
担
当
課

★
市
福
祉
事
務
所
の
家
庭
児
童
相
談
室

★
市
町
村
の
傑
健
担
当
課

むつ 児 童 相 談 所　 むつ 市 中央1丁 目1-8
0175-23-5975

0120-72-6552
むつ市、下北 郡

2 青森県子 ども家庭支援 センターが行 ってい るサー ビスは、次 のとおりです。

(1)育 児電 話相 談　　 (2)育 児情報の提供　　 (3)地 域 の子育てサークルの支援

名 称 住 所 電話番 号 所 管地区

子ども家庭支援センター　 青森市中央3丁 目17-1 017-732-1011　 県内全域

な
ど
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

3

4

5

6

7

市町村 の児童福祉担当課、市福祉事務所な どが行 ってい るサー ビスは、次の とおりです。
・市町村の児童福祉担当課　　 ・市福祉 事務所　　 ・家庭児童相談室

(1)保 育所入所　　 (2)児童 に関 する手当等の相談

(3)子 ども(18歳 未満の児童)に 関するすべての相談に応 じています。

※市町村 では問題 が比 較的軽い相談 を扱 い、児 童相談所では保護等 が必 要とされ るな ど専門的な 相談を扱

　ってい ます。

市町村の保健担当課が行っているサービスは、次のとおりです。
・乳幼児の健康相談　　連絡先は各市町村担当課

犯罪被害者ホ ッ トラ イン

青森地方検察庁

警察:青 森県警本部

性犯罪被害110番

エイズ電話相談

017-722-1234

0120-89-7834

0120-177-812

8NP0法 人

ウ ィメンズネ ッ ト青森 　　 017-743-0797

9子 どもの人権110番

　　 (青森地方法務局内)

0120-007-110

017-776-9113

あなたの地域の最寄の相談機関

警 察

あなたのまちの民生委員児童委員

参考文献
Peterson and Durfee : Child Abuse and Neglect, Volcano Press, 2003 

Lynch : Forensic Nursing, Elsevier Mosby, 2006 
 State of California Governor's office of Criminal Justice Planning OCJP925
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のホームページにつなが ります。

相談機関の連絡先および対応の工夫 など掲載 しております
。 ドメスティック ・バイオ レンスおよびフ ォ

レンジック ・ナース に関する研修会や最新情 報につ
いて随時お知 らせ してい ます。
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